
 

 

平成２８年度 第１２回（震災後 第７６回） 

陸前高田市保健医療福祉未来図会議 

平成 29 年３月 17 日(金) 13:30～15:30 

                     陸前高田市コミュニティホール２階大会議室 

次  第 

◆テーマ 

「 私から始める他人（ひと）ごと意識の解消 

   ～ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの実践～ 」 

１ あいさつ 

   陸前高田市民生部長 菅野利尚  

２ 内容 

（１）未来図会議のめざすこと ～一人ひとりが元気になる地域づくりに向けて～ 

陸前高田市地域包括ケアアドバイザー 岩室紳也 

（２）報告（話題提供） 

①平成 28 年度未来図会議実施状況概要 

②ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりプロジェクトチーム 

による取り組み状況 

   ③未来図会議参加者による平成 28 年度活動状況 

 ・はまかだスポットガイド 

・保健推進員 

 ・介護予防教室 

 ・・・ 

 

３ その他連絡・全体アナウンス  

 

 

 

【事務局：陸前高田市民生部】 

 ※次回（第７７回）：平成 29 年 5 月 12 日（金）13：30～15：30  

  ◆5 月メインテーマ（仮）： 地域福祉計画策定に向けて① 

◆会場：陸前高田市役所 ４号棟３階第６会議室 

平成28 年度未来図会議年間テーマ 

私から始める他人（ひと）ごと意識の解消 ～ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの実践～ 

 

参加された各団体、個人の今年度の活動概要をお話し

いただき、ノーマの実践につながっていたか、はまかだ

の推進を意識した活動となっていたのかという視点も含

めてみなさんと一緒に振り返りたいと思います。 



平成２９年度の陸前高田市保健医療福祉未来図会議の予定 

     

平成 2９年度未来図会議年間テーマ（案） 

「はまって、かだって」に始まるノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり 

～障がいや個性などを意識することのない、誰もが暮らしやすいまち～ 

 

○日程と月別テーマ案（※9回を予定） 

 ※現在、夜の時間帯の開催等、日程の最終調整中です。 

 H29 年： 5 月 12 日（金） 地域福祉計画策定に向けて① 

      6 月 23 日（金） はまかだスポットガイドと居場所づくりについて① 

      7 月 20 日（木） 地域における子ども子育ての課題について① 夜？※調整中 

      8 月 18 日（金） 自殺対策計画について 

     10 月 13 日（金） 障がい者の地域参画について 

      11 月 9 日（木） 地域福祉計画策定に向けて② 夜？※調整中 

 H30 年： 1 月 19 日（金） はまかだスポットガイドと居場所づくりについて② 

      2 月 16 日（金） 地域における子ども子育ての課題について② 

      3 月 23 日（金） 市民協働にむけて 

 

 

○未来図会議の趣旨 

  住民の生活にかかわる関係者が集まり、住民一人一人の健康で文化的な生活及びノーマライ

ゼーションという言葉のいらないまちづくりの実現を目指し、震災からの復興に向けた地域に

とってよりよい体制づくりに寄与し続けられるよう、保健医療福祉分野の視点から中・長期的

な展望を議論する。 

 

○大きな方向性 

・ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの推進 

「はまってけらいん、かだってけらいん運動」の推進 

・ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの融合・実践 

・市民・他分野機関、他地域との協働、未来図（計画）策定 

・居場所づくり、相互の経験に学ぶネットワークづくり 

 

○陸前高田市保健医療福祉未来図会議メーリングリスト 

◆こちらまでお知らせください。 

   http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c 

 

http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c
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陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ノーマライゼーションという⾔葉のいらないまちづくり

市の取組みについて

ノーマライゼーションという⾔葉のいらないまちづくり
推進プロジェクトチーム

未来図会議
期 ⽇︓ 平成29年3⽉17⽇(⾦) 
場 所︓ 陸前⾼⽥市コミュニティホール

1 陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ノーマライゼーションという⾔葉のい
らないまちづくり①

• 誰でもが暮らしやすいまちづくり
– 障がいのある⼈もない⼈も、誰もが住みやすいまちを⽬指し掲

げられたビジョン
• 多様性を認め合い個性として尊重される
• あらゆる分野の活動に参加する機会が確保
• ⾃分らしい⽣き⽅を実現する

– 震災復興計画の基本理念「世界に誇れる美しいまちの創造」
• 美しい⾃然･⾵景だけではなく、⼼の美しい⼈々が暮らす魅⼒あふれるまち

• 「○○を「意識」しないで暮らせるまちづくり」
– 岩室先⽣訳、現状は「〇〇を意識しながら、させられながら暮らさ

ざるを得ない、ストレスの多いまち」
• 障がい、年齢、セクシャリティ、病気、国籍といった個性

2

陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

今、陸前⾼⽥市でUDを求める⼈々

• ⾼齢者 7,340 ⼈ （⼈⼝の約 37%）

• 障がいのある⼈ 1,174 ⼈ （⼈⼝の約 6 %）

• ３歳未満 304 ⼈ （⼈⼝の約 2 %）

3

陸前⾼⽥市では、約半数の⽅が
UDの街を必要としている

H28.4.1現在データ（外国⼈を含む）

陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ノーマライゼーションという⾔葉のいらないまちづくり
アクションプランの策定

• ５つの分野
– Ａ-防災・コミュニティ・情報共有・ＰＲ
– Ｂ-教育・⼦育て
– Ｃ-保健・福祉・医療
– Ｄ-産業・雇⽤・観光分野
– Ｅ-インフラ・交通・住宅

– 2015年3⽉「第3回国連防災世界会議 仙
台開催」にて公表
• 東北の東⽇本⼤震災における経験と教訓や

防災、復興に関する取組みを国内外に発信
し共有することにより、世界の防災の取組
みの推進に貢献していく

• 東北の⼈々が、防災や復興への取組みなど
について情報共有し、相互連携により防災
意識をより向上させ、次世代に伝えていく
契機に

4

56の
アクション

陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

これまでの取り組み
• アクションプランの策定
• 推進本部会議・実務担当者会議
• 推進研修会（推進講演会・マスター研修）
• ユニバーサルマナー検定
• ユニバーサルデザインチェックリスト
• 中⼼市街地のUD監修
• 公共施設のUD化
• ノーマライゼーションという⾔葉のいらないま

ちづくり推進講演会フォーラム
• その他関連事業

5 陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ノーマライゼーションという⾔葉のいらないまちづくり
推進講演会（2016.8.3）

• まちづくりの具体的なイメージや将来像
を共有しながら、実現に向けた庁内外⼀
丸となった推進に向けて機運の⾼まりを
⽣みだすことに⽬的に開催

• 市職員、商⼯会、建築・建設業関係団体、
市⺠団体他 280名が受講

• 「バリアバリューから社会を変える
〜復興のまちづくりからＵＤ先進国を
リードするまちへ〜」

• 講師 垣内 俊哉⽒
– 株式会社ミライロ 代表取締役社⻑
– ⽇本ユニバーサルマナー協会 代表理事
– ⽇本財団パラリンピックサポートセンター顧問
– みんなの夢AWARD3 グランプリ受賞

6



陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ユニバーサルマナー検定（2016.8.20）

7

• ⾼齢者や障がい者らと向き合い、サポー
トする⽅法を学び、習得する⽇本ユニ
バーサルマナー協会の認定資格

• ⾃分とは違う誰かの視点に⽴ち、⾏動す
る⼈を育てます
– 過剰な対応ではなくさりげない配慮
– 選択肢を与える

• 市⺠、商⼯会、建設・建築業関係者、市
職員など約80名が受講

• 講師 岸⽥ ひろ実⽒
– 株式会社ミライロ 講師
– ⽇本ユニバーサルマナー協会 講師
– 2014「TEDx Kobe@Youth」選出

陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ノーマライゼーションという⾔葉のいらないまちづくり
推進マスター研修（2016.8.24〜）

8

テーマ

第1回

「コミュニティが高める地域の防災力」
防災課 課長補佐 中村 吉雄

「支援の手を届けるために
～災害時に活かす平常時からの取り組み～」
地域福祉課 課長 高橋 良明

第2回
「みんなに優しいまちをつくる
～ユニバーサルデザインのまちづくり～」
建設部 部長兼都市計画課長 阿部 勝

第3回
「多様な方々と共に地域で暮らすために」
地域包括ケアコーディネーター 高梨 信之 氏

第4回

「グローバルな視点で見た陸前高田の魅力とは
～魅力を磨く、発信する、人を呼び込む～」
商工観光課 主事 大林 孝典
国際交流員 チャップマン ディラン パットリック

第5回
「高田に関心と愛着を持ち続ける『思民』が集うまちに」
企画政策課 課長補佐兼政策推進係長 村上 知幸
生涯学習課 生涯学習係長 吉田 志真

第6回
「いくつになっても住み慣れた地域で生活できるまちづくりとは」
地域包括ケアアドバイザー 岩室 紳也 氏

• 市が全庁的に取り組むために職員を
対象とした研修会を開催

• アクションプランに沿った５つの分
野のテーマ

• 住⺠のしあわせづくりと魅⼒ある地
域づくりによる地域振興を⽬指す

陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ノーマライゼーションという⾔葉のいらないまちづくり
推進マスター認定証交付式（H29.3.13）

9

市職員向けの⼈材育成、⼀定以
上の得点を取得した⽅に認定証
を交付
• 認定証 88名

– 研修会（全6回）とその他講演
会それぞれに得点を設け⼀定
以上取得した⽅

– 240点満点のうち150点

• ピンバッチ 37名
– 認定証対象者でユニバーサル

マナー検定3級以上対象

陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ノーマライゼーションという⾔葉のいらないまちづくり
推進フォーラム（2016.10.4）

市⺠・地域・企業・⾏政が⼀体
となって進めていくために開催
• 講演

– 陸前⾼⽥市⻑ ⼾⽻ 太
– ⽇本障害フォーラム

幹事会議⻑ 藤井 克徳⽒
– 株式会社ミライロ

代表取締役社⻑ 垣内 俊哉⽒
• 絵画ギャラリー

– 絵画作品展「祈り・絆・希望」
⽥﨑 ⾶⿃⽒

• パネル展⽰
– ⼀般社団法⼈ドリームプロジェ

クト／株式会社ミライロ／陸前
⾼⽥市（都市計画課・図書館・
ノーマライゼーションという⾔
葉のいらないまちづくり推進プ
ロジェクトチーム他）

10

陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ノーマライゼーションという⾔葉のいらないまちづくりに関する
包括的連携協定の締結（2016.10.4）

• 株式会社ミライロとの包括的連携
協定の締結
– 平成28年10⽉4⽇
– 推進フォーラム内での締結式

• ⽬的
– 市とミライロが緊密な連携及び協

働により、市の震災復興に向けた
地域課題の解決と地域の活性化を
推進し、震災復興計画の基本理念
のひとつである「世界に誇れる美
しいまちの創造」に寄与すること
を⽬的とする。

11 陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

UDチェックリスト（2016.10.4フォーラム内発表）

• 誰もが暮らしやすいまちを⽬指し、
UDについて分かりやすく取り組みや
すい基準を設定。

• 今後、中⼼市街地をはじめ市内全域
にUDに配慮した店舗が増えることで、
誰もが利⽤しやすいまちにすること
が⽬的
– 店舗の設計時や建設後にチェックを

⾏い、建物のUD化を進める
– 市によってUDに配慮した店舗である

と認定
– 10/4ノーマライゼーションという⾔

葉のいらないまちづくり推進フォー
ラムで発表

12



陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ユニバーサルデザインのまち
• これからできる中⼼市街地

や新たな建物をUDを取り⼊
れた基準で造る取組みを進
めている
– 中⼼市街地のUD監修
– 新公共施設のUD推進
– UDチェックリストの作成
– わかりやすい案内看板等の

整備（外国語案内標識）
– 市役所庁舎内の多機能トイ

レの設置等

13 陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

陸前⾼⽥市
ノーマライゼーション推進⼤使の委嘱
• 復興のまちづくりの理念の⼀つ

である「ノーマライゼーション
という⾔葉のいらないまちづく
り」を全国に広く宣伝し、イ
メージの⾼揚を図ることにより、
⽂化産業、観光等の振興を⽬的
に委嘱

– 8名の⼤使を委嘱（H28.11.20現在）

– ⾼⽥松原の被災松製の委嘱状

14

陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ノーマライゼーション⼤使⼀覧

15

今井 絵⾥⼦⽒

藤井 克徳⽒

⽥﨑 ⾶⿃⽒

岩室 紳也⽒

Yahoo! JAPAN 障がい者アスリート

洞ノ上 浩太⽒

加納 慎太郎⽒

杉野 明⼦⽒

武村 浩⽣⽒

いまい えりこ
沖縄県那覇市⽣まれ。歌⼿、⼥
優、政治家。ＳＰＥＥＤのメン
バー。

ふじい かつのり
福井県⽣まれ、東京都在住。⽇
本障害フォーラム 幹事会議⻑。

たざき あすか
埼⽟県新座市⽣まれ、市内在住。
画家。あすなろホーム所属。

いわむろ しんや
横浜市在住。ヘルスプロモーション推進セン
ター-オフィスいわむろ代表・医師。陸前⾼⽥
市地域包括ケアアドバイザー。

ほきのうえ こうた
⾞いす陸上（マラソン）

競技と業務の両⽴に取り組みながら、東京パラリンピックでの活躍を
⽬指す、ヤフー株式会社に所属する障がい者アスリート社員。

すぎの あきこ
パラバトミントン

かのう しんたろう
⾞いすフェンシング

たけむら こうき
⾞いす陸上（マラソン）

陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

ふるさと納税返礼品発送共同作業

• 障がい福祉施設より施設
外就労に来ている当事者
と⼀緒に作業を⾏う
– 職員研修として
– ⼀般社団法⼈ドリームプロ

ジェクト作業所
– 平成28年12⽉〜1⽉
– 実績 16⽇間 延32名

16

陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

障がい者福祉計画ワーキンググループ
「共⽣社会の構築」

障がい者福祉計画作成に
係るワーキンググループ
に当事者も参加していま
す

– ⾝体障がい
（肢体･視覚・聴覚）

– 精神障がい
– 発達障がい
– 知的障がい

市公式Facebookページ
｢Rikuzentakata/がんばっぺし陸前⾼⽥【陸前⾼⽥市】｣よ
り

17 陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

AIDS⽂化フォーラムin陸前⾼⽥
• 医療や福祉の問題だけでなく、すべて

の⼈間が、HIV/AIDSに関わりを持ち
ながら、⽇常の⽣活・社会的活動を
⾏っているという「⽂化」の側⾯を重
視して、毎年開催されるフォーラム
– 京都・横浜・陸前⾼⽥

• 今年は、平成28年11⽉20⽇に開催
– 今年度で10回⽬
– テーマ「ともに⽣きる〜誰もが住みや

すいまちに〜」
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陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

はまってけらいん かだってけらいん

• はまってけらいん かだってけらいん
（参加／⼀緒になって） （話す・語る）

• つながりつづける健康づくりの合⾔葉

19 陸前⾼⽥市
Rikuzentakata City

まとめ
• 今年度、市職員の⼈材育成を⾏いながら、全庁的な

取組みを広げていく仕掛けづくりを⾏った
– どこかの部局が頑張ればいいことではない
– 次年度も、⼈材育成を継続しながら市⺠との協働を仕掛け

ていく
• あらゆる場⾯で、あらゆる⼈が「ノーマ〜」を意識

して進めることができれば実現できるはず
– 次年度は、市⺠向けの講演会等を実施する計画
– 1⼈の10０歩より、100⼈の1歩
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陸前高田市 民生部 保健課 保健係

はまかだ
推進員

平成２８年４月

「委嘱状交付式・第１回会議」

町ごとの話し合い♪
初顔合わせ＾＾

７月

「第１回研修会（岩室先生のお話＆ニギニギ体操）」

講師は
岩室先生！

ニギニギを実践♪

１１月

「第２回研修会（ゲートキーパー養成講座）」

２月

「第３回研修会（認知症サポーター講座）」

オレンジリングゲット♪

８～９月

「健康のつどい（ラジオ体操練習＆本番）」

熊谷先生に教えて
いただきました♪

ブルーがとっても
きれいです♪



平成２９年１月

「市長懇談会（新庁舎の位置について）」

身近なお題に
話が盛り上がりました！

そして・・・

１年間を振り返って・・・

84名／121名（69.4％）
のご回答がありました。

皆さまのご協力、
大変ありがとうございました！

*

8%

32%

33%

18%

4%

0%
5%

☆大変さについて☆（回答者84名）

大変ではなかった

少し大変だった

ふつう

大変だった

とても大変だった

その他

未記入

みなさん

仕事や・・・

家事や・・・

介護や・・・

子育てや・・・

習い事や・・・

その合間をみながらの活動で

やっぱり大変は大変！

*

1%

32%

51%

10%

1% 1%
4%

☆やりがいについて☆（回答者８４名）

たいへんやりがいがあった

やりがいがあった

ふつう

あまりやりがいがなかった

やりがいがなかった

その他

未記入



参加するほどに・・・

やりがいに繋がっている気がする・・・❤

地域にはまってみると

が心地よい＾＾

*

6%

40%

43%

4% 1% 1%
5%

☆楽しさについて☆（回答者84名）

とても楽しかった

楽しかった

ふつう

あまり楽しくなかった

楽しくなかった

その他

未記入

健康教室がきっかけで、声を
かけられ、人とのつながりが
できました。
活動のプレッシャーも感じま
したが、負担を感じた後は、
自分のためになったと思いま
した。

最初は、どうやって活動したらよ
いかもわからなかったけれど、１
年活動してみて、お互い顔を合わ
せること、横のつながりができる
ことが改めて大事だと感じまし
た。



~

13 30 15 30



H29 5 12
6 23
7 20
8 18

10 13
11 9

H30 1 19
2 16
3 23

http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c









平成28年度介護予防教室振り返り交流会 

 

                  泊お楽しみクラブ             グランドゴルフ自主グループ 

 

             老止会（おとめかい）                はまかだ推進 

 

          矢作ペア（94歳 90歳）                総踊り（高田音頭） 
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